
ここでは【分析事例13】農業経営体と浸水想定区域等の
状況についての作成方法を紹介します。

地域の農業を見て・知って・活かすDB
～農林業センサスを中心とした総合データベース～

分析事例作成方法
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使用するデータ一覧

データのダウンロード方法

地図に取り込むデータの作成
SA0001_2020_2020_○○.xlsxを展開し、N列（青線）全体を指定し、「ｰ」を「0」に置換します。
次に、使用しないＪ列～Ｍ列（赤線） 、Ｏ列～Ｑ列（赤線）を削除し、「データファイル」として
農業集落境界と同じフォルダに保存します。

１

農林業センサスデータはEXCEL形式で都道府県別に掲載されています。ダウンロード後、データは
任意のフォルダに保存してください。農業集落境界、洪水浸水想定区域(注1) 、農地の区画情報（筆ポ
リゴン） (注2)のzipファイルは展開して同じフォルダに保存してください。

※ (注1)、(注2)については、文末の参考１、２を参照ください。

例：調査客体の例

使用する項目をクリック

目的の県をクリック

表名（ファイル名称） 年次 利用項目（対象列） 掲載場所
調査客体
（SA0001_2020_2020_○○.xlsx）

2020 農業経営体（N列） 農林業センサス

○○県農業集落境界
（MA0001_2020_2020_○○.zip）

2020 農業集落境界 農業集落境界データ

洪水浸水想定区域
（31-22_10_0000_SHP.zip）

2022 20_想定最大規模 国土数値情報

農地の区画情報（筆ポリゴン）
（2023_000000.zip）

2023 筆ポリゴン
（2023_000000.json）

農地の区画情報（筆
ポリゴン）のデータ
提供・利用

https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/2020/sa/index.html
https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/2020/ma/index.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html
https://www.maff.go.jp/j/tokei/porigon/
https://www.maff.go.jp/j/tokei/porigon/
https://www.maff.go.jp/j/tokei/porigon/
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CSVTファイルを作成します。

作成するファイル データファイル.csvt

CSVファイルが格納されているフォルダに、CSVファイルと同じファイル名のテキスト
ファイル（メモ帳等、拡張子は.csvt）を作成します。（詳しくはデータ利用の手引をご覧
ください。）

データファイル.csv

活かすDBのデータを使って作成した分析データを地図化

2 地図ソフト（QGIS）を起動し、農業集落境界データ（解凍済フォルダ）を読み込みます。

農業集落境界のフォルダを
QGISのレイヤパネルにド
ラッグ＆ドロップします。

※②以降の工程の画像はイメージです。

string（文字列）が9個

①で作成した「データファイル.xlsx」から「データファイル.csv」を作成します。

③

データファイル（CSV形式）を
読み込みます。

6 データファイルと境界
データを結合します。

real（数値）が1個string（文字列）が9個

レイヤパネルの農業集落境界をダブルクリック、現れたレイヤプロ
パティの「テーブル結合」を選択し下部の「＋」をクリックします。 
「結合するレイヤ」のファイル名を「データファイル」にして、
「結合属性」をチェック（レ）後、「結合項目」の「農業経営体」
をチェック（レ）し「OK」、「適用」の順にクリックします。

4

3

real（数値）が1個

フォルダがレイヤパネルに
追加され農業集落地図が表
示されます。

①

https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/attach/pdf/riyou-7.pdf
https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/attach/pdf/riyou-7.pdf
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⑧以降で表示させる棒グラフ等を見やすくするために、地図の色を不透明度0％にします。
シンボロジをクリックして「単一定義」→「シンプル塗りつぶし」→不透明度を０％にします。

10

7

「大きさ」を選択し「可変サイズ」を
チェックします。次に「属性」から
「データファイル_農業経営体」を選択
します。「最大値」は「検索」ボタン
をクリックすると自動で表示されます。
最後に「バーの長さ」を設定します。

地図上に農業経営体数の棒グラフを作成
します。
ダイアグラムをクリックして「ヒストグ
ラム」を選択します。

属性データの出力をクリックし、利用可能な属性
から「データファイル_農業経営体」を選択し
「＋」をクリックします。利用する属性で色をク
リックすると設定を変更できます。

棒グラフに農業経営体数を表示させます。
ラベルをクリックし「単一定義」を選択し値(Value)
で「データファイル_農業経営体」を選択します。
テキストをクリックし文字の色、スタイル、大きさ
などを設定します。
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13

配置をクリックし一般設定の「モード」から「重心の周り(Around Centroid)」を選択します。
レンダリングをクリックし、重なったラベルのモードから「重なりを許容する」を選択します。

12

地図表示部に棒グラフが設定されます。

14 20_想定最大規模（洪水浸水想定区域）
をレイヤパネルにドラッグ＆ドロップ
します。
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